
 

 

 

 

 

 

 

 

 

定   款 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４年１２月３日 

一般財団法人全日本海員福祉センター



 1 

一般財団法人全日本海員福祉センター 

定   款 

 

第第第第 1111 章章章章    総則総則総則総則     

((((名称名称名称名称 ))))    

第第第第 1111 条条条条 この法人は、一般財団法人全日本海員福祉センター(以下「本センター」という。) 

(英文名 JAPAN SEAMEN’S SERVICE)と称する。 

((((事務所事務所事務所事務所 ))))    

第第第第 2222 条条条条 本センターは、主たる事務所を東京都港区に置く。 

2 本センターは、理事会の議決を経て、従たる事務所を必要な地に置くことができる。 

((((目的目的目的目的 ))))    

第第第第 3333 条条条条 本センターは、船員及びその家族の生活の安定と船員の社会的地位の向上を図る

ため、必要な事業を行い、もって海事産業の健全な発展に寄与することを目的とする。 

((((事業事業事業事業 ))))    

第第第第 4444 条条条条 本センターは、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。 

 (1) 船員に対する各種資格取得訓練及びその他の教育訓練 

 (2) 海上労働環境に関する調査研究 

 (3) 海事思想の普及 

 (4) 船員の文化の向上及び船員の福利厚生 

 (5) 海上労働に関する講習会等の開催 

 (6) その他前条の目的を達成するために必要とする事業 

2 前項各号の事業は、日本全国において行うものとする。 

((((公告方法公告方法公告方法公告方法 ))))    

第第第第 5555 条条条条 本センターの公告は、主たる事務所の公衆の見やすい場所に掲示する方法により

行う。 

 

第第第第 2222 章章章章    会計会計会計会計     

        ((((事業年度事業年度事業年度事業年度))))    

第第第第６６６６条条条条 本センターの事業年度は、毎年１２月１日に始まり翌年１１月３０日に終わる。 

    ((((事業計画及事業計画及事業計画及事業計画及びびびび予算予算予算予算))))    

第第第第７７７７条条条条 本センターの事業計画書及び収支予算書については、毎事業年度の開始の日の前

日までに代表理事(会長)が作成し、理事会の承認を受けなければならない。これを変更

する場合も、同様とする。 

    ((((事業報告及事業報告及事業報告及事業報告及びびびび決算決算決算決算))))    

第第第第８８８８条条条条 本センターの事業報告及び決算については、毎事業年度終了後、代表理事（会長）

が次の書類を作成し、監事の監査を受けた上で、理事会の承認を受けなければならない。 

(1) 事業報告 

(2) 事業報告の附属明細書 

(3) 貸借対照表 

(4) 損益計算書（正味財産増減計算書） 
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(5) 貸借対照表及び損益計算書(正味財産増減計算書)の附属明細書 

２ 前項の承認を受けた書類のうち第 1 号、第 3 号及び第 4 号の書類については、定時評

議員会に提出し、第 1 号の書類についてはその内容を報告し、第 3 号及び第 4 号の書類

については、承認を受けなければならない。 

３ 前項の規定により報告され、又は承認を受けた書類のほか、監査報告を主たる事務所

に 5 年間、また、従たる事務所に 3 年間備え置くとともに、定款を主たる事務所及び従

たる事務所に備え置くものとする。 

 

第第第第３３３３章章章章    評議員評議員評議員評議員     

（（（（評議員評議員評議員評議員））））     

第第第第９９９９条条条条 本センターに、評議員３人以上１３人以内を置く。 

 ( ( ( (評議員評議員評議員評議員のののの選任選任選任選任及及及及びびびび解任解任解任解任 ))))    

第第第第 11110000 条条条条 評議員の選任及び解任は、評議員会の決議により行う。 

2 評議員は、本センターの理事、監事又は使用人を兼ねることができない。 

（（（（評議員評議員評議員評議員のののの任期任期任期任期))))    

第第第第 11111111 条条条条 評議員の任期は、選任後 4 年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関す

る定時評議員会の終結の時までとする。ただし、再任を妨げない。 

2 任期の満了前に退任した評議員の補欠として選任された評議員の任期は、前任者の任

期の満了する時までとする。 

3 評議員は、第９条に定める定数に足りなくなるときは、任期の満了又は辞任により退

任した後も、新たに選任された者が就任するまで、なお評議員としての権利義務を有す

る。 

    ((((評議員評議員評議員評議員のののの報酬等報酬等報酬等報酬等 ))))    

第第第第 11112222 条条条条 評議員は、無報酬とする。 

2 評議員には、その職務を行うために要する費用の支払いをすることができる。 

 

第第第第 4444 章章章章    評議員会評議員会評議員会評議員会     

    ((((評議員会評議員会評議員会評議員会のののの構成構成構成構成 ))))    

第第第第 11113333 条条条条 評議員会は、すべての評議員をもって構成する。 

（（（（評議員会評議員会評議員会評議員会のののの権限権限権限権限))))    

第第第第 11114444 条条条条 評議員会は、次の事項について決議する。 

 (1) 理事及び監事の選任及び解任 

 (2) 理事及び監事の報酬等の額 

 (3) 貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減計算書）の承認 

 (4) 定款の変更 

 (5) 残余財産の処分 

 (6) その他評議員会で決議するものとして法令又はこの定款で定められた事項 

（（（（評議員会評議員会評議員会評議員会のののの開催開催開催開催))))    

第第第第 11115555 条条条条 評議員会は、定時評議員会として毎事業年度の終了後 3 箇月以内に開催するほ

か、必要がある場合は、臨時評議員会を開催する。 
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    ((((評議員会評議員会評議員会評議員会のののの招集招集招集招集 ))))    

第第第第 11116666 条条条条 評議員会は、法令に別段の定めがある場合を除き、理事会の決議に基づき代表

理事(会長)が招集する。 

2 評議員は、代表理事(会長)に対し、評議員会の目的である事項及び招集の理由を示して、

評議員会の招集を請求することができる。 

3 評議員会を招集するには、代表理事(会長)は、評議員会の日の 1 週間前までに、評議員

に対して、会議の日時、場所及び目的である事項を記載した書面で、その通知を発しな

ければならない。 

    ((((評議評議評議評議員会員会員会員会のののの議長議長議長議長 ))))    

第第第第 11117777 条条条条 評議員会の議長は、当該評議員会において、出席評議員の中から選出する。 

    ((((評議員会評議員会評議員会評議員会のののの決議決議決議決議 ))))    

第第第第 11118888 条条条条 評議員会の決議は、決議について特別の利害関係を有する評議員を除く評議員

の過半数が出席し、その過半数をもって行う。 

2 前項の規定にかかわらず、次の決議は、決議について特別の利害関係を有する評議員

を除く評議員の 3 分の 2 以上に当たる多数をもって行わなければならない。 

(1) 監事の解任 

(2) 定款の変更 

(3) その他法令で定められた事項 

    ((((評議員会評議員会評議員会評議員会のののの決議決議決議決議のののの省略省略省略省略 ))))    

第第第第 19191919 条条条条 理事が評議員会の目的である事項について提案した場合において、当該提案に

つき議決に加わることができる評議員の全員が書面又は電磁的記録により同意の意思

表示をしたときは、当該提案を可決する旨の評議員会の決議があったものとみなす。 

    ((((評議員会評議員会評議員会評議員会のののの報告報告報告報告のののの省略省略省略省略 ))))    

第第第第 22220000 条条条条 理事が評議員の全員に対して評議員会に報告すべき事項を通知した場合におい

て、当該事項を評議員会に報告することを要しないことにつき評議員の全員が書面又は

電磁的記録により同意の意思表示をしたときは、当該事項の評議員会への報告があった

ものとみなす。 

（（（（評議員会評議員会評議員会評議員会のののの議事議事議事議事録録録録 ))))    

第第第第 22221111 条条条条 評議員会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成しなけ

ればならない。 

２ 議事録には、議長及びその会議に出席した評議員のうちから選出された議事録署名人

２人が、記名押印しなければならない。 

 

第第第第５５５５章章章章    役員役員役員役員等等等等     

（（（（役員役員役員役員のののの設置設置設置設置 ))))    

第第第第 22222222 条条条条 本センターに、次の役員を置く。 

 (1) 理事 ３人以上１１人以内 

 (2) 監事 ２人以内 

２ 理事のうち 1 人を会長とし、1 人を副会長、1 人を理事長及び 2 人以内を常務理事と
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することができる。 

３ 前項の会長をもって一般社団法人及び一般財団法人に関する法律上の代表理事とし、

常務理事をもって同法第 197 条において準用する第 91 条第 1 項第 2 号の業務執行理事

とする。     

（（（（役員役員役員役員のののの選任選任選任選任 ))))    

第第第第 22223333 条条条条 理事及び監事は、評議員会の決議によって選任する。 

２ 代表理事（会長）、副会長、理事長及び常務理事は、理事会の決議によって選定する。 

３ 監事は、本センターの理事又は使用人を兼ねることができない。 

（（（（理事理事理事理事のののの職務職務職務職務及及及及びびびび権限権限権限権限 ))))    

第第第第 22224444 条条条条 理事は、理事会を構成し、法令及びこの定款で定めるところにより、職務を執

行する。 

２ 代表理事（会長）は、法令及びこの定款で定めるところにより、本センターを代表し、

その業務を執行する。 

３ 副会長及び理事長は、代表理事(会長)を補佐する。 

４ 業務執行理事(常務理事)は、理事会において別に定める職務権限規程により、本セン

ターの業務を分担執行する。 

５ 代表理事（会長）及び業務執行理事(常務理事)は、毎事業年度に４箇月を超える間隔

で２回以上、自己の職務の執行の状況を理事会に報告しなければならない。 

（（（（監事監事監事監事のののの職務及職務及職務及職務及びびびび権限権限権限権限 ))))    

第第第第 22225555 条条条条 監事は、理事の職務の執行を監査し、法令で定めるところにより、監査報告を

作成する。 

２ 監事は、いつでも、理事及び使用人に対して事業の報告を求め、本センターの業務及

び財産の状況の調査をすることができる。 

（（（（役員役員役員役員のののの任期任期任期任期 ))))    

第第第第 22226666 条条条条 理事の任期は、選任後 2 年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する

定時評議員会の終結の時までとする。ただし、再任を妨げない。 

2  監事の任期は、選任後 4 年以内に終了する事業年度のうち最終のものに関する定時

評議員会の終結の時までとする。ただし、再任を妨げない。 

３ 任期の満了前に退任した理事又は監事の補欠として選任された理事又は監事の任期は、

前任者の任期の満了する時までとする。 

4 理事又は監事は、第 22 条第 1 項に定める定数に足りなくなるときは、任期の満了又は

辞任により退任した後も、新たに選任された者が就任するまで、なお理事又は監事とし

ての権利義務を有する。 

（（（（役員役員役員役員のののの解任解任解任解任 ))))    

第第第第 22227777 条条条条 理事又は監事が次のいずれかに該当するときは、評議員会の決議によって、そ

の理事又は監事を解任することができる。 

 (1) 職務上の義務に違反し、又は職務を怠ったとき。 

 (2) 心身の故障のため、職務の執行に支障があり、又はこれに堪えないとき。 

（（（（役員役員役員役員のののの報酬等報酬等報酬等報酬等))))    

第第第第 28282828 条条条条 理事及び監事は、無報酬とする。ただし、常勤の理事及び監事に対しては、評
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議員会において別に定める報酬等の支給の基準に従って算定した額を、報酬等として支

給することができる。 

2 理事及び監事には、その職務を行うために要する費用の支払いをすることができる。 

（（（（名誉会長及名誉会長及名誉会長及名誉会長及びびびび顧問顧問顧問顧問 ))))    

第第第第 29292929 条条条条 本センターに、任意の機関として、名誉会長及び顧問 3 人以内を置くことがで

きる。 

２ 名誉会長及び顧問は、次の職務を行う。 

 (1) 代表理事（会長）の相談に応じること。 

 (2) 理事会から諮問された事項について参考意見を述べること。 

３ 名誉会長及び顧問は、理事会において選任する。 

４ 名誉会長及び顧問の任期は、2 年とする。ただし、再任を妨げない。 

５ 名誉会長及び顧問は、無報酬とする。ただし、その職務を行うために要する費用の支

払いをすることができる。 

 

第第第第６６６６章章章章    理事会理事会理事会理事会     

（（（（理事会理事会理事会理事会のののの構成構成構成構成))))    

第第第第 33330000 条条条条 理事会は、すべての理事をもって構成する。 

    ((((理事会理事会理事会理事会のののの権限権限権限権限 ))))    

第第第第 33331111 条条条条 理事会は、法令又はこの定款で別に定めるもののほか、次に掲げる職務を行う。 

 (1) 本センターの業務執行の決定 

 (2) 理事の職務の執行の監督 

 (3) 代表理事(会長)、副会長、理事長及び常務理事の選定及び解職 

    （（（（理事会理事会理事会理事会のののの招集招集招集招集 ))))    

第第第第 33332222 条条条条 理事会は、代表理事（会長）が招集する。 

2 代表理事（会長）が欠けたとき又は代表理事（会長）に事故があるときは、各理事が

理事会を招集する。 

    ((((理事会理事会理事会理事会のののの議長議長議長議長 ))))    

第第第第 33333333 条条条条 理事会の議長は、代表理事（会長）がこれに当たる。 

2 代表理事（会長）に事故があるときは、他の理事がこれに当たる。 

    ((((理事会理事会理事会理事会のののの決議決議決議決議 ))))    

第第第第 33334444 条条条条 理事会の決議は、決議について特別の利害関係を有する理事を除く理事の過半

数が出席し、その過半数をもって行う。 

（（（（理事会理事会理事会理事会のののの決議決議決議決議のののの省略省略省略省略 ))))    

第第第第 33335555 条条条条 理事が理事会の決議の目的である事項について提案した場合において、当該提

案につき議決に加わることができる理事の全員が書面又は電磁的記録により同意の意

思表示をしたとき（監事が当該提案について異議を述べたときを除く。）は、当該提案

を可決する旨の理事会の決議があったものとみなす。 

（（（（理事会理事会理事会理事会のののの報告報告報告報告のののの省略省略省略省略 ))))    

第第第第 33336666 条条条条 理事又は監事が理事及び監事の全員に対して理事会に報告すべき事項を通知し

たときは、当該事項を理事会へ報告することを要しない。 
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２ 前項の規定は、第 24 条第 5 項の規定による報告については、適用しない。 

（（（（理事理事理事理事会会会会のののの議事録議事録議事録議事録))))    

第第第第 33337777 条条条条 理事会の議事については、法令で定めるところにより、議事録を作成しなけれ

ばならない。 

2 出席した代表理事（会長）及び監事は、前項の議事録に記名押印しなければならない。 

 

第第第第７７７７章章章章    定款定款定款定款のののの変更変更変更変更及及及及びびびび解散解散解散解散     

（（（（定款定款定款定款のののの変更変更変更変更 ))))    

第第第第 38383838 条条条条 この定款は、評議員会の決議によって変更することができる。 

2 前項の規定は、この定款の第 3 条、第 4 条及び第 10 条第 1 項についても適用する。 

    ((((解散解散解散解散))))    

第第第第 39393939 条条条条 本センターは、法令で定められた事由によって解散する。 

 

第第第第８８８８章章章章    委員会委員会委員会委員会     

（（（（委員会委員会委員会委員会 ))))    

第第第第 40404040 条条条条 本センターの事業の円滑な運営を図るため、理事会の決議により、委員会を設

置することができる。 

2 委員会の委員は、理事会において選任する。 

3 委員会の任務、構成及び運営に関する必要な事項は、理事会の決議により別に定める

委員会規則によるものとする。 

 

第第第第９９９９章章章章    事務局事務局事務局事務局     

（（（（事務局事務局事務局事務局のののの設置等設置等設置等設置等))))    

第第第第 44441111 条条条条 本センターの事務を処理するため、事務局を設置する。 

2 事務局には、所定の職員を置く。 

3 事務局長等の重要な職員は、代表理事（会長）が理事会の承認を得て任免する。 

4 前項以外の職員は、代表理事（会長）が任免する。 

5 事務局の組織及び運営に関する必要な事項は、代表理事（会長）が理事会の決議によ

り別に定める。 

 

第第第第 10101010 章章章章    賛助会員賛助会員賛助会員賛助会員     

（（（（会員会員会員会員 ))))    

第第第第 44442222 条条条条 本センターの目的に賛同し、その事業に協力をしようとする個人又は団体を会

員とすることができる。 

２ 会員に関する必要な事項は、理事会の決議により、別に定める賛助会員規程によるも

のとする。 

 

第第第第 11111111 章章章章    補則補則補則補則     

（（（（委任委任委任委任 ))))    

第第第第 44443333 条条条条 この定款で定めるもののほか、本センターの運営に関する必要な事項は、理事
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会の決議により、代表理事（会長）が別に定める。 

 

附 則 

１ この定款は、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益

財団法人の認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律（以下「整

備法」という。）第 121 条第 1 項で準用する同法第 106 条第 1 項に定める一般財団法人

の設立の登記の日（平成２４年１２月３日）から施行する。 

２ 整備法第 121 条第 1 項で準用する同法第 106 条第 1 項に定める特例民法法人の解散の

登記と一般財団法人の設立の登記を行ったときは、第 6 条の規定にかかわらず、解散の

登記の日の前日を事業年度の末日とし、設立の登記の日を事業年度の開始日とする。 

３ 本センターの最初の代表理事(会長)は藤澤洋二、業務執行理事(常務理事)は福井和雄と

する。 

４ 本センターの最初の評議員は、次に掲げる者とする。 

  森田 保己、髙橋 健二、田中 利行、立川 博行、佐藤 康博、髙橋 雅幸、 

  鴨頭 明人、濱田 俊英、酒井 智代子、山﨑 雄太、鈴木 勉、大越 親正 

 

 

 


